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パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 用 い た 地 理 的 デ ー タ処 理

および主題図作成
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1.地 理学教育 におけるパ ーソナル コン ピュータ利用の意義

近年におけるパーソナルコンピュータの普及はめざましく,業 務 ・科学研究の分野だけ

でなく,最 近では教育の現場において もその活用法が模索されるようになった.い うまで

もなく大学においては,今 日に至るまで自然科学系の諸分野を中心とした研究 ・教育の様々

な局面で,大 型機を含めたコンピュータの利用法の開発が進め られてきた.地 理学におい

て も専門的な研究におけるコンピュータの利用はすでに定着 したといってよい.た だ文系

の学部 レベルの地理学教育においてはコンピュータはまだ特殊なものとして受け取 られる

ことが多 く,た とえば実習における標準的な教科内容として扱われることは一般的とはい

えない.Dし かし今 日では情報関連機器は社会のあらゆる分野に浸透 しており,文 系の学

生といえども卒業後パソコンなどに接する機会は多い.大 学の教育において何等かのかた

ちでコンピュータの利用に慣れさせることは必要なことと考える.本 稿では大学の地理学

教育の道具としてバーソナル コンピュータをどのように活用 し得るかにっいて,主 として

地理的データ処理 ・主題図作成の方法を扱いっっ論 じるものである.

今日では日本語ワー ドプロセッサ ・表計算 ・データベースなど実務に耐える既製のソフ

トウェアが充実 し,こ れ らを活用することがパーソナルコンピュータの1た る利用形態と

な っている.コ ンピュータに慣れるという意味で表計算 ・データベースのような簡易言語

を使用する既製ソフ トウェアは大学 における地理学の教育内容ともよく適合 し,活 用の余

地は大きいといえる.た とえば,表 計算ソフ トウェアを用いて地理行列の形に統計データ

を集計 したり,デ ータベースのソフ トウェアを用いてフィール ドノー トや文献の整理をす

るといった具合である.

ただ学生がそれぞれの研究課題に取り組む際には,分 析方法におけるオリジナ リティを

求め られるので,定 型的な処理 しかできない簡易言語の類では不十分な場合 も生ずる.そ

のような場合たとえ初歩的であってもBASICの ように習得容易なプログラミング言語

にっいての知識があれば,与 え られたプログラムを加工 して,各 自の目的に適するような

ものとすることも可能となる.2)

ところで各種のデータ処理のうち地理学研究において特徴的なものとして空間的あるい
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は地理的データの図化ということがあげ られよう.こ の ことは研究テーマに対応する主題

図などの形で研究成果を読者へ伝達するための手段として活用されてきた.も しコンピュー

タを用いて主題図を描 くことができるとした ら,地 理学研究の道具としてだけでなく,学

生に地理学研究や情報処理機器の活用を動機づけるデモンス トレーションの効用を期待す

ることができよう.

大型計算機を用いた地理的データ処理 ・地図製作は業務用を中心 に既 にかなり定着 し

た.3)し か し大型計算機で用いられる汎用プログラミング言語は通常 グラフィック機能を

持たず,図 形処理を行 うには専用の周辺機器 とソフ トウェアを必要とするため,誰 にでも

大型計算機を用いた地図製作ができるわけではない.そ の点パーソナルコンピュータは,

標準的な機器構成において もCRTデ ィスプ レイによるグラフィック機能を持ち,BAS

IC言 語によるグラフィック命令 も簡便である.図 形処理が比較的簡便に行えるという利

点を生かして近年ではパソコンを地理的データの処理 とその地図表示のために活用する試

みがいくつかなされている.4)

またパーソナルコンピュータ用として地理的データ処理 ・地図表示の手順を含む業務用

ソフトウェアが各種供給 されるようになっている.こ れら既製のパソコン上のソフ トゥェ

アは業務用としては完成度の高いものである.し かし地理学研究ないしは地理学教育の道

具としてみた場合,た とえばユーザー自身の手で地図データを作成できず,業 者が供給す

る地図データを別途購入しなければならないものが多いといった不満な点 も残っている.

また完成品として供給 されるがゆえに,研 究目的に適合させるためユーザー自身がプログ

ラムを加工する余地が乏 しい.

一般に既製のソフトウェアを利用する場合には一連の処理手順が最初に与えられ ,こ れ

にデータを投入するという形をとるが,現 実の研究においては,ま ずデータを用意 してそ

の処理結果の検討を通 じて必要とされる新たな処理手順(プ ログラム)を 開発する,と い

う手続きをふむ場合 も多いと思われる.ベ ースとなるプログラムが習得容易な言語で書か

れ,デ ータ構造が公開されていれば,た とえば卒論研究の指導などにおいて教員が学生に

各自の研究で必要な処理手順を実行させる場合などに有効となる.

次章以下ではパーソナルコンピュータを用いてユーザー自身がデータを入力し主題図を

作成することができるシステムにっいて解説 し,あ わせて問題点や今後の課題にっいて論

じる.シ ステムは2つ あって,H章 で扱うのは格子型のデータか ら主題図を作成するもの,

皿章で扱うのは市区町村域などポリゴン型のデータから主題図を作成するものである.本

稿に掲載されるプログラム リス トおよび出力図はすべて筆者が奈良大学地理学教室の機器

を使用 して作成 した システムの ものである.5)ま た本稿は奈良大学地理学科の科目として

1986年度以来開講 している 「応用実習」を筆者が担当した際の経験によるところが大きい.

H.格 子型デ ータの処理 ・地 図表示 システム

(1)格 子 型 データについて

ここでいう 「格子型」の地 理的デ ータとは地形を記述す るための標高の 「格子点 データ」

や,メ ッシュ統計な どの 「メ ッシュデー タ」を さす.こ れは画像処理 や コンピュータ ・グ

ラフィックで いう 「ラスター型」の データに相 当す る.各 種統計数値 の空間 的分布 を記述

す るための地域 メ ッシュ システムは,集 計単位の形が 正方形 や長方形 を してお り地表上の

実質的 な境界 と整合 しないなどの欠点が指摘 されて きたに もかか わ らず,特 に コンピュー

タによる地理 データ処理 において広 く採用 されて きた.ま た コンピュー タで扱 うための地
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形のモデル(デ ジタル地 形モデル)と して,従 来 の等 高線な ど代 わ りに規則的な格 子の交

点 における標高 などを行 列形 式で デ ー タ化 した 「高 度 マ トリ ック スAltitudeMatrix」

が あ り,国 土数値情報 の標高 フ ァイルな どで もこの形式が採用 されて いる.

このよ うに格子 型のデ ータは とりわけ コン ピュータを用 いた地理 データの処理 において

広 く採用 されて きた.そ の理 由と して,格 子型の データは,平 滑化や微分処理 といった空

間的 なデータ処理 に有利であ り,6)ま た オーバ ー レイ技法を用いて異 な る変 数 を重 ね合 わ

せて分析 ・表示す るのが容易であ るといった ことがあげ られ る.7)こ の よ うに メ ッシュ統

計 などの格子型デ ータを扱 う際 に生 じるメ リッ トや デメ リッ トにっ いて は,い ろいろな機

会 に指摘されてきたが,地 理学教育 におけるパ ソ コンの活用 に関 して いえば,格 子型のデー

タを扱 うメ リッ トと して,次 の諸点を指摘 し得 る.

i)格 子 型の データは2次 元 の行列Matrixの 形 で与 え られ るため,キ ーボ ー ドか らの

数値の入力を原則 と し,地 図 データの入力 の際に通常必要 とされるデ ジタイザや スキ ャ

ナーなどの画像 入力装 置を特 に必要 と しない.こ れ らの装置はパ ソコンの標準的な機器

構成 か らみて特殊 かつ高価 な ものとみな されるのが普通 で,こ の ことが地理的な データ

処理 へのパ ソコンの応 用を普及 させる上 での障害 とな ってきた と思われ る.8)

ii)ブ ロ ックダイヤ グラムな ど3次 元的なデ ィスプ レイが比較的単 純な プログ ラ ミングで

可能である.こ の他 にも複数の変数のオーバ ー レイ表示な ども含 めて,単 一の地理的 デー

たのセ ッ トか ら多様 な視覚的表示が可能であ ることを学 生に理解 させ るための素材 とす

ることができる.

(2)シ ステムの概 要

第1図 に示 したのが格子型 データか ら主題図を作成す る システムの概要で ある.デ ータ

1重 枠:プ ログ ラム フ ァイル
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2変 数間の演算

[+][一]

[x][:]

[%]

数値データファイル作成

灘
[平滑化1
[起伏量]

数値データファイル修正

数値データフ ァイル

プ リン トアウ ト

数値データファイル

[地域A・ 変数a]

[地域A・ 変数b】

[地域B・ 変数a]

Ψ

ファイル

変数a]

変数b】

変数a]
● ● ● ●

● ● ■ ●

基図データファイル

[地域A]

[地域B]
......

......

基図データファイル作成E

基図の表示

[CRT・ プ リンター]

[XYプ ロ ッタ0出 力]

iI

1、
i

統計分析

[ヒ ス トグラム]

[散布図]

3次 元表示

[陰影無し]

[陰影有り]

[モノクロ]

[カラ0]

色分 け地図表示 ・ハー ドコピー

[モ ノクロ][基 図重ね合わせ無 し]

[カ ラー][基 図重ね合わせ有 り]

[2変 数オーバー レイ]

[XYプ ロッター出力]

第1図 格子型データのシステムの概要
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入力 ・データフ ァィル作成のための プログラムを リス ト1に 示す.こ こでの要点 はデータ

フ ァイルを プログラムフ ァイルとは別個 に保存す る ことで ある.BASIC言 語 を用 いた

システムでは"DATA"文 を 使用 して プログ ラムの中 にデータを書 き込ん だ ものを しば

しば見受 ける.確 か にこの流儀 はBASICに 付 属 した スク リー ン ・エデ ィタを活用で き

るため,デ ータの編 集 には便利であ る.し か しパ ソ コ ンを活用 す る様 々 な局 面 に おいて

「データ(の セ ッ ト)」 と 「データを処理す るたあの手順 」とは区別 され るのが通 例で あ

り,プ ログラムとデ ータが融合 した状態は学 習者 にとって好ま しくない.さ らに,プ ログ

ラムか ら独立 した形 でデ ータを蓄積 してゆ くことによ り,デ ータが蓄積 した後新たな処理

法を実行するためのプ ログラムを適用 する ことがで き,シ ステムに発展 性を もたせ ること

ができ る.

このプ ログラムによ り作成 されるデータ ファィルの様 式を第2図 に示す .フ ァイルの冒

頭にデ ータの属性 を記述す るための ヘ ッダー情報 と して 「地域名 」,「変数 名」,「変数 の単

位 」,「デー タのタイプ」,「X軸 方向の要素数一1」,rY軸 方 向の要素数 一1」,「 地域全体

のX軸 方向の長 さ」,「地域全体のY軸 方向の長 さ」が記 入され る .こ こで 「デー タの タイ

プ」 とは格子型の データの数値が格子の交点 ごとに与 え られ るか(格 子 点 型),格 子 の マ

ス目ごとに与え られ るか(メ ッシュ型)を 識別す るための数値 コー ドであ る .こ の ヘ ッダー

情報の中のX軸 方向 ・Y軸 方向 それぞれの要素数 に従 って(XD+1)x(YD+1)個

の 数値を書 き込み,ま た読み出すわ けであ る.

さて,作 成 した データを図化 して表示す る前に,変 数の値の分布を検討す るため,ヒ ス

トグ ラムな どを描かせた ほうがよい.手 作業に頼 ってい る段階では,メ ッシュ統計 などを

扱 う際な どデータ量が大 きい こともあ って このよ うな手順は省略 されが ちであ ったが,計

算機 によ る自動 化が可能にな った段階では地図の色分 けな ども数値の分布をふ まえて行 う

よ うに習慣づける必 要があろ う(リ ス ト2・ 第7図).

デ ィスクか ら読み込んだ格 子型デ ータを色 分け地図 として表示す るための プログラムを

リス ト3に 示す.こ こではアナ ログデ ィスプ レイを用い,16色 の 表示が可能である場合を

想定 している.こ れにっいて も一度読 み込んだデ ータを記憶 して何度 も試行 し,数 値 の分

布 を最 もよ く表す境界値 の設定を選択で きるよ うにな っている.カ ラー頁第8図 に示 した
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第2図 格子型データの システムの数値データファイルの様式

(アルファベットはリス ト1中 の変数名)
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出力例は上記のものにさらにデジタイザを用いて作成した基図(線 から構成 される)を オー

バーラップして表示したものである.ま た第9図 では2変 数の分布をオーバーレイ表示し

ている.さ らにXYプ ロッターを出力媒体 として同 じ構造のデータから作成した色分けメッ

シュ統計図を第10図 に示す.

さて,た とえば若年人口数と総人口数との除算により若年人口率を算出 してその分布を

図示するといったことを行う機会は多い.複 数の変数間の演算処理において,手 作業に較

べ精確化 ・省力化を図ることができるということは,コ ンピュータを用いて地理的データ

を入力 ・編集することの大きな利点である.こ のシステムでも複数の変数間の演算処理を

行うためのプログラムを用意 している.さ らに,さ きに指摘 したように,格 子型地理デー

タのメリットとして各種の空間的処理が比較的単純なプログラミングによって可能となる

ことがあげられる.こ こでは空間的処理のひとっとして移動平均法による平滑化を行うた

めのプログラムを リス ト4に 示 した.変 数間の計算処理や空間的処理の結果には,新 たに

変数名などが与え られて直接入力 して作成 したデータファイルとまった く同 じ様式でディ

スクに保存される.処 理結果の地図表示や3次 元表示も他の変数同様に行うことができる.

カラー頁第11図 ・第12図 はそれぞれ地形図の等高線か ら読み取った標高データとそのデー

タマ トリックスに移動平均法による平滑化をほどこしたデータを3次 元表示 した ものであ

る.

皿.ポ リゴ ン型データの処理 ・地図表示 システム

(1)ポ リゴ ン型 データについて

現在 入手可能な地理的統計 データは,多 くの場合市区町村な どの行政区域単位で与え ら

れ る.こ の ような データを手作業 によ り色分 け統計地図 と して表示す るには,ま ず対象区

域 の白地図を用意 し,デ ータが絶対量を表す変数 な らば これを比率尺度 に変換 した上で,

白地図上の単位地区す なわ ちポ リゴ ン(多 角形)を 彩色す るという手順をふ む.主 題図の

こ様式 は コロプ レスマ ップChoroPlethMapと 呼 ばれ る.コ ン ピュー タを用 いて この

手川頁を実行す るため には,数 値 データの他 に図形 データと しての 白地図 データが不可欠で

あ り,シ ステムの中 に白地図 データ生成の ための プ ログ ラムを用意す る必要が ある.さ き

に扱 った格子型 データの よ うにデータの行列Matrix中 の 位 置が その まま空間 的位 置を

表す とい うわけにはいか ないので ある.

一般 に白地図データは境界線の ネ ッ トワークを構成す る各点の座標値 か ら構成 され るが
,

そ れ以外 に も各 ノー ドと各 アー ク,ま た各 アー クと各 ポ リゴンとの位 置関係 など トポ ロジ

カルな情報 が必要 に応 じて含 め られる(ノ ー ド,ア ー ク,ポ リゴ ンなどネ ッ トワー クの ト

ポ ロジカルな構成要素 にっいては第3図 参照).た だ し本 システムで は,繁 雑 な操作 を避

け るため,色 分け統計地 図を描 くのに最小限必要 な ものと して ネ ッ トワー ク各点 の座標値

のほか,色 を塗 り始め るための参照点(レ フ ァレンスポイ ン ト)を 含めて いるに過 ぎない.

白 地図デ ータは図形 デー タで あるので その入力にはデ ジタイザなどの図形 入力機器 が必要

であ る.こ こでは白地 図デ ータ入力のために小型 のデ ジタイザ(タ ブ レッ ト)を 使用 し,

各 点の トポ ロジカルな属性 を区別するため,カ ー ソルは4ボ タンの もの とす る.白 地 図を

構成 す る各点 の座標値 を方 眼紙 上で読 み取 り,キ ーボ ー ドか ら入力す る方法 も考 え られる

が,操 作の繁雑 さゆえに実用性に乏 しい といわねばな らない.

(2)シ ステムの概要

第4図 にポ リゴン型 デ ータか ら主題図を作成 する システ ムの概 要を示す.こ こで重要 と
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第4図 ポリゴン型データの システムの概要

1重 枠:プ ロ グ ラ ム フ ァ イル

2重 枠:デ ー タ フ ァ イル

な るのは,ひ とっの 白地図を べ一スと し,そ の上 に異 なる種類の統計 デー タを入力で きる

よ うに,白 地図 データと統計 データを別個の フ ァイルと して保存す ることで ある.こ こで

は地 名データと白地図 データとは一体 と して フ ァイルと し,統 計 データは白地図 データ ・

ファイルとは別の,ま た変数 ごとに別個の フ ァイルとす るような システム構成 となって い

る.

白地図 データフ ァィル作成の プログラムを リス ト5に 示す.こ の プログ ラムを用 いて 白

地図を 入力す る作業の手順 と しては,最 初に キーボー ドか ら地域名や単位地 区数 と一連の

単位地区名 とを入力す る.次 に デジタイザの板上 に貼付 けた 白地図か らカーソルで境界線

を構成す るネッ トワークを入力 してゆ く.そ して さらに デジタイザを用 いて各単位地区の

領域内に参照点(レ ファ レンスポ イン ト)を 入力す る.

こ こでの要点 は,ネ ッ トワークを入力する際,ノ ー ド(始 点,終 点,お よび分岐点)の
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(ア ル フ ァベ ッ トは リス ト6中 の 変 数 名)

座標を統合することである.ノ ー ドを入力する場合,同 一の点を複数回与えなければなら

ないが,手 でカーソルを操作する際に生 じる誤差の関係上,デ ジタイザで同一の座標値を
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繰 り返 し入力す ることは,事 実一r不可能であ る.し か しノー ドつ まりアークの端点を一 致

させ なければ,領 域をペ イ ン トす る際に 「境界線洩れ」のよ うな不都合を生 じる .こ の点

を解決す るために,こ の プログラムではIIII以 内 で近 接 した ノー ドの座標値 を同一 の もの

に置 き換え る手川頁を,自 動 的に行 うよ うに して い る.ま た この システ ムでは(厳 密 にはそ

うでない地形図 など も含 めて)入 力す る白地図 は長方形 または正方形で ある ことを前提 と

している.し か しデ ジタイザの座標読み取 り板の座標軸 に⊥Eし く平行 ・垂直 に地図 を貼付

す る ことは時 と して困難で あ り,結 果 と して入 力され た白地図 データで地図の造作 に対 し

枠線が傾 いた り,描 く範囲が意図す る もの とずれ るとい った ことになりかね ない.こ の点

を解決す るため にこの プログラムでは枠線の傾 きをあ らか じめ補fEし て 地図上の各点の座

標値を記録 して ゆ く方式を採用 してい る.

この プログラムによ って作成 され る白地図デ ータフ ァイルの様式を第5図 に示す .ヘ ッ

ダー情報 と して 「地域名」,「単位地 区数 」,「(ネ ッ トワー クを構成す る)点 の 総数 」,「 図

の左下の点の座標値 」,「図の右上 の点 の座標値 」が記入 される .白 地図デ ータを リー ドア

ウ トす る際には この単位地 区数 に従 って単位地 区名と単位地 区の位 置を示す参照点 の座標

値 を読み出す.さ らに点 の総数 に したが って ネ ッ トワー クを構成す る点 の座標値 を ,そ の

点 が終点 か否か を識別す るための フラグとと もに読 み出 して い くので ある.

こ うして作成 した白地図 データフ ァィルを ベースに,統 計 データを入 力す る .そ の ため

のプ ログ ラムを リス ト6に 示す .手 順 と して は白地図 データフ ァィルか らヘ ッダーと地名

データだけを読み出 し,こ れに基づいて各単位地区 につ いての数値を入力す る .数 値 をデ ィ

スクに保存す る際,ヘ ッダー情報 として 「地域名」,「変数名」,「変数の単位」を フ ァイル

冒頭 に記入す る.こ れは 白地図デ ータファイルを介 さず に統計デ ータフ ァイルを操作す る

場合,必 要 とな る.統 計デ ータファィルの様 式を第6図 に示す.

こ こで色分け統 計地 図 と呼 んでい るコロプ レスマ ップは ,単 位 地区の面積や形が一定 し

ないため,人 口や商業 販売額 とい った絶対 的な数 量の分布 を表現 するのには適 さず,専 ら

人 口密度 や1店 当 り販売額 とい った相対 的な指標 の分布 を表現 するのに用い られ る.入 力

す る統 計数値 のほとんどが絶対的 な数値で ある ことを考 えると,こ れを相 対的な指標 へと

変換 する必要 が生 じる.具 体的 には,複 数の変数間で演算 を行 い,構 成比 などを算 出 して

これを新 たな変数 と して データ ファイルを作成す る ことになる .2っ の データ ファイルか

ら変数値 を読 み出 し,構 成比をパ ーセ ン トで算 出 して,デ ィスク上 に新 たなデー タファイ

ルを作成す るための プ ログラムを リス ト7に 示 した .

デ ィスク上の 白地図 データフ ァイル と統計 データ ファイルとを読み出 して色分 け統計図

を表示す るプログラムを リス ト8に 示す.7色 まで しか表示で きな いデ ジタルデ ィスプ レ

イを使用す る場合を考慮 し,ま た カラーハ ー ドコ ピーを取 ることがで きるように ,中 間色

モー ドは使用せず,カ ラータイルを組む ことによ って中間色を表示 してい る .こ こでの要

点 は ドッ トイ ンパ ク トプ リンタを用 いて カラーのハ ー ドコ ピーを取 る際に,デ ィスプ レイ

上のものとは異なるカ ラータイルを カラーハ ー ドコピーの ため に用意 して いる ことで ある.

デ ィスプ レイ上で はR(赤)・G(緑)・B(青)の 組 合せによ って各色 を合成 す るが,

カ ラープ リンタはC(シ ア ン)・M(マ ゼ ンタ)・Y(黄)の 組合 せで各色 を表現する.

このため画面 ハー ドコピーを用 いて もディスプ レイ上で最 も適 した色 の組 合せがそのまま

プ リンタ上で最適 な もの とはな らないので ある(カ ラー頁第13図 ・第14図) .
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IV.今 後の課題

本稿で紹介 した システムは,比 較的安価 な機材を用 い,プ ログ ラ ミングの知識の ない学

生 に も手軽 にコ ンピュータマ ッピングが行 える ことを主 たる目的 と して デザイ ンされて い

る.そ こでの要点は最小 限の手間で結果の地図を得 ることであ る.た だ手軽 さという点で,

この システムで問題 なの はキーボー ドか らの データの 入力 ・編集の手順で ある.カ ー ドに

よる入力や,ラ イ ンエデ ィタによる編集が 当然で あ った以前 とは異 な り,ワ ー ドプ ロセ ッ

サやパー ソナル コンピュー タか ら入門 した初心者 はス ク リー ンエデ ィタによ る編集 を当 り

前の こととしている.こ の システムでもス ク リー ンエデ ィタに近 い使 い勝手 でデ ータ入力 ・

編集ができる ことが望 ま しい.

この システムはス タン ドア ローン版のDISKBASICで 書 かれてい るが,そ のた

め他の システム とのデ ータの互換性に乏 しく,ま た直接デ ータフ ァィルを リス トアウ トす

ることができない とい った欠点があ る.こ の システムをMS-DOS版 のDISKBA

SIC上 に 再構 築す るな らば,い くつかの メ リッ トが期待で きよ う.ま ず第一にMS-D

OS上 の データ互換性を利用 して市販の エデ ィタ ・表計算 ・データベ ースソフ トなどを デー

タ入力 ・編集に利用す ることが考え られ る.ま た同様に作図の段階で各種の グラフ ィック

ソフ トを利用することが考え られ る.全 体 と して システムの中で も市販 ・既製の ソフ トウェ

アで代替で きる部分はで きるだ け置 き換え るようにす る ことが,プ ログ ラ ミングの手間を

省 き使 いやす さを高め る ことになろう.さ らにまたMS-DOSを 採 用す る ことで,TY

PEコ マ ンドやエディタを用 いて データフ ァイルを直接 リス トアウ トで きるようにな るが,

地 理 的データ特 に地図 デー タの構造が どの よ うな ものか を示す教材 として有効で あろ うと

思 われる.

H章 で 紹介 した格子型 デー タの システムにっいて は,扱 うことので き る区域が長方形 ま

たは正方形 に限 られる とい う問題 がある.い うまで もな く地理学 の個 々の研究 においては

それぞれの 目的に適 す る対象 区域を設定す るのが原 則であ り,そ の形が長方形 ・正方形に

限定 され るべきではない.第7図 の人口分布 ヒス トグラムを描 く際,も し海上の メ ッシュ

までが単位 と して含 まれ ると した ら不都 合な ことといわ ざるを得な い.ポ リゴ ン型 データ

の システムにおいてはユ ーザ ー自身の手によ る地区設定が可能であ る.格 子型 データの シ

ステムにおいて も研究 目的に適す る(格 子点 ・メ ッシュの集合 と しての)地 区の設定を任

意 に行 う ことがで き,こ れを単位 と して各種の データ処理を実行す る ことがで きることが

望 ま しい.

皿章で紹介 したポ リゴ ン型 データの システムに関 して は,白 地図 データ ファイルの境界

線 ネ ッ トワークが データ構造 において相互 に関連の ないアー クの羅列で しかないとい う問

題 がある.XYプ ロ ッターなどを用 いて ポ リゴ ン内部 をハ ッチ ングす るため には,少 な

くともひ とっの ポ リゴ ンがどのアー ク群か ら構成 されるかにつ いての情報 が必要で ある.

しか しそのために入力時 に繁雑 な操作 を要求す れ ば,か え って システ ム 自体 の利便 性を

損 うことにな りかねない.9)従 って境 界線 ネ ッ トワー クを構 成 す る各 点 お よび線 にっ い

ての最 小限の情報 か ら,ネ ッ トワー ク構成要 素間 の トポ ロジカルな関係 を コンピュータが

自動的に生成 す るための手順 が必 要 となる.こ の 手順 を実 現す る ための ア ル ゴ リズ ムが

Burrough(1986)に 示 されてい る.lo)

最 後 に本稿で紹介 した格子型 ・ポ リゴン型両 システムに共通 す ることであ るが,定 量的

な データの分布を地図表示す るための これ らの システムで,土 地 利用な ど定性的な データ
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を扱うことの問題がある.簡 便な解決法として,た とえば土地利用の各カテゴリーに数値

コー ドを与えて数値データと同 じ様式のファイルとすることも考え られる.し か しその場

合,凡 例を表現をどうするか,数 値コー ドの対象表をどこに保存するのかといった問題が

生ずる.定 性的な地理的データの処理 ・地図表示で必要とされるデータ構造は,定 量的な

地理的データの場合とは微妙に異なっている.両 者がどの範囲までデータ構造や処理手順

を共有することができるのかにっいて今後検討を進めてゆきたい.

[付記]本 稿での研究には,科 学研究費補助金 ・奨励A課 題番号62780276を 使用 した .
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Summary

Thepresentpaperdemonstratesthepossibilityofautomatedthematicmapping

usingmicrocomputers.Theauthorsuggeststhatingeographicalteachingatuni-

versitiesandcollegesitmaybeimportanttoutilizemicrocomputerswhichbecame

moreefficientandlessexpensiveinrecentyears.Thepaperpresentstwothematic

mappingsystems;onetreatsgrid-formeddata,whiletheothervisualizespolygonal

data,bothofwhicharedesignedandprogrammedbytheauthor.InchapterII,the

wayhowgeographicaldataingridformats(i.e.censusdataprovidedintheareal

gridformat,altitudematrixderivedfromtopographicalinformation,etc.)canbe

manipulatedanddisplyedin2‐or3‐dimensionalstylesaredemonstrated.In

chapter皿,how、tovisualizepolygonaldata(ex.censusdataprovidedforadmini-

strativedistricts)isdiscussed,anditisemphasizedthatpolygonaldatasystems

sholdtreatdigitizedbase-mapdataandnumericaldataseparately.Inthefinal

chapter,somepointswhicharetobeinprovedinthefuturearediscussed.
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リス ト1
'ラス ター ・マ ップ のた め の数 値 デー タ ・ファ イ ルの 作成

'PROGRAMNAME"ALTAIR"'

「

DIMV(100,100)

CL.S3

INPUT

FILES

PRINT

INPUT

INPUT

INPUT

INPUT

INPUT

INPUT
INPUT

INPUT

INPUT
,

"デ ー タ ・ポ リュ ーム の ト.ライブ番 号";NX

NY.

'●新 し いデ ー タ ・フ ァ イル名";DN$:PRINT

"地 域名";RN$:PRINT

"変 数名";VN$:PRINT

"変 数の 単 位";UNIT$:PR[NT

"デ ー タの タ イブ:(格 子点 型=0,メ ッ シュ 型=1)";DT:PRINT

"X軸 方 向 の 要素 敵";XD:XD=XD-1:PRINT

�Y軸 方 向 の要 素 教'。;YD:YD=YD-1:PRINT

"地 域全 体 のX軸 方向 の 長 さ(k瓢)";XS:PRINT

"地 域全 体 のY軸 方向 の 長 さ(k鳳)";YS

NXD=FIX(XD/20>

FORY=OTOYD

FORN=OTONXD

CLS

FORX=N*20TON*2019

1FX>XDGOTO1280

PRINT"X=";X,"Y=";Y

LOCATE30,X-N+20

1NPUT"VALUE";V(X,Y)

NEXTX
,

PRINT"OK?(Y/N/E)"

BS=INKEYS

IFAS=""TNENGOTO1300

1FBS="N"ORBS="n"THENGOSUB*CORRECT

IFBS="F."ORBS="e"GOTOtF)NISH

NEXTN

NEXTY
「

OPENDN$FOROUTPUTAS鐸l

WR「rE群1,RN$,VN$,UN`T$,DT,XD,YD,XS、YS

FORY=OTOYD

FORX=OTOXD

WRITEul,V(X,Y)

NEXTX

NEXTY

CLOSE#1

ホFINISH

END
●

,

*CORRECT

PRINT"修 正 して くだ さ い。"

INPUT"X";X

IF'X>=N*20ANDX<=N*20+19ANDX<=XDGOTO1550

PRINT"InvalidXvalueGOTO1520

LOCATE20,CSRLIN-11NPUT"VALUE";V(X,Y)
,

CLS

FORX=Nホ20TON+20+19

1FX>XDGOTO1620

PRINT"X=";X,"Y=";Y,"V=";Y(X,Y)

NF,XTX

RETURN1290

リス ト2
'ラ スタ ー型 数値 デ ーqの ヒ ス トグ ラム の表 示'

'PROGRAMNAMF
."ARCTURS2"

,

DIMV(100,100),CLASS(200)

CI.S3

PAINT'量 変 数の ヒス トグ ラ ムを 表 示 しま す"

PRINT:INPUT"デ ー4・ ボ リュ ーム の ト ラ イーア番 号";N

PRINTFILESN

PRINT:INPUT"数 値 テ'一タ ・ーファ イル 名";DN$
o

OPENDN3FORINPUTAS#1

1NPUTirl,RNS,VNE,UNITS,DT,XD,YD,XS,YS

F'ORY=OTOYD

FORX=OTOXD

INPUTtt1,V(X,Y)

NEXTX

NEXTY

CLOSE#1

CLS

PRINT"地 域 名:";RN$:PR置NT

PR[NT"変 数 名:";VN$;"(";UNIT$;")"

PRINTPRINT

PRINT"よ ろし いで す か?(Y/N)"

KS=INKF.YS

lFK$=旧'GOTOl240

1FK5="N"OHKS="n"GOTO1040

CしS

GOSUB*MAXMIN

CLMAX=O

FORN=OTO100

CLASS(N)=O

NEXTN

CLS

PRINT"変 数 を 衰示 す る範 囲 を設 定 し て くだ さい"

PR!NT:しOCATE20:PRINT"最 大傾:";MAX

LOCATE40,CSRLIN-1:PRrNT「'最 〆」、値:";M`N

PRlNT:LOCATE20:!NPuT"上 隈";SMAX

LOCATE40,CSRLIN-1:INPUT"下 隈";SMIN

PRINTPRINT

PRINT"度 数 クラ スの 幅 を設 定 し て くだ さい"

PRINT:LOCA↑E20:INPUT"度 数 クラ スの 幅:";lNTV

PRINTPRINT

PRINT"ゼ ロ以 下 は度 数 にふ くめ ます か?"

LOCATE40,CSRLIN-11NPUT"(Y/N)";ZEROS

PRINTPRINT

PRINT"目 盛 り(2分 割,3分 割 また は4分 割)"

LOCATE40,CSRLIN-11NPUT"(2,30R4)";DVI
「

CLI=INT((SMAX-SMIN)/INTV)+1

FORY=OTOYD

FORX=OTOXD
IF(ZERO$=・N"ORZERO$="n'「)ANDV(X,Y)=<OGOTO1570

1FV(X,Y)>INTY*(CL1*1)GOTO1570
V2=INT(V(X,Y)/INTV)

CLASS(V2)=CLASS(V2)←l

NEXTX

NEXTY
サ

FORN=OTOCLl

IF(N*1)*INTV<=SHINGOTO1640

1FN*lNTV>=SMAXGOTO1640

1FCLMAX<CLASS(N)THENCLMAX=CLASS(N)

NEXTN
g

CLS

PRINT'¶ 度 教 の最 大埴 は";CLMAX;。 ●です"

PRINT:LOCA↑E10:INPUT'● グラ フ表 示 の上 限 を 与え て くだ さ い";FMAX

PRINT:LOCATElO:PRlNT"目 盛 り(2分 割 また は3分 割)"

LOCATE40,CSRL[N-11NPUT"(20R3)";DV2
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,

CLS

PRINT"地 域:";RN$

PRINT:PRINT'曾 変 数:韓;VN$

PRlNT;PRlN↑"度 数 ク ラ スの幅:";IN↑V
,

CONSOLE,,OSCRP:EN3

WINDOW(SMIN,-FNAX)一(SMAX,O)

VIEW(256,1)一(638,383)�7
,

GOSUBsFIGS

lFDV1=4THENGOSUB+DlVl4ELSEiFDVI=3THENGOSUBホDIV13ELSEGOSUB■DiVi2

1FDV2=3THENGOSUB*DIV23ELSEGOSUB*DIV22
■

FORN=OTOCLl

IF'CLASS(N)=UGOTO1920

1F(N*1)+INTV<=SMINGOTO]920

1FN+[NTV>=SMAXGOTO1920

×1=INTV*NY1=-CLASS(N)

X2;INTV喰(IN←1)

LINE(X1,Y1)一(X2,0),2,BF

NEXTN
o

LOCATE.0,19:PHINT"再 試行 しま すか?":PRINT"(Y/N)"

K3=INKEY3

1FK$=旧'GOTO1950

1FKS="Y"ORK5="y"THENVIEW(0,0)一(639,399)CLS3GOTO1290

LOCATEO,14PRINTPRINT"
■

WHILF.INNEYS=""WEND

VIEW(0,0)一(639,399)CONSOLE�1CLS3

END
■

●

+MAXMIN

MAX=V(0,0)MIN=V(0,0)

FORY=OTOYD

FORX=OTOXD

IFMAX<V(X,Y)THENMAX=V(X,Y)

IFMIN>V(X,Y)THENMIN=V(X,Y)

NEXTX

NEXTY

RETURN
,

「

sFIGS

LOCATE31,24PRINTSMIN;

LOCATE20,24PRINT(";UNITS;")",

LOCATE73,24PR[NTUSING"######";SMAX;

LOCATE29,23PRINTO

LOCATE25,三:PRINT"(度 数)'。;

LOCATE27,0PRINTUSING"####";FMAX;

LOCATEO,O

RETURN

,

ホDIV12

DVX=(SMAX-SMIN)/2+SMIN

LINE(DVX,-FMIN>一(DVX,-FMAX;,1�&HAAAA

LOCATE52,24PRINTUSING"######";DVX;

RETURN
,

1

寧DIV22

DYY=FMAX/2

[.INE(SMIN,-DVY)一(SMAX,-DVY),1�8HAAAA

LOCATE25、11:PRINTUSING'ロ 離#"部 舘」ザ';DVY;

RETURN
l

l

寧DlVl3

DVX=(SMAX-SMlN)/3+SMIN

LINE(DVX,-FMIN)一(DVX,-FMAX),1�&NAAAA

LOCATE44,24PRINTUSING"######";DVX;

DVX=(SMAX-SMIN)*2/3+SMIN

LINE(DYX,-FMIN)一(DVX,-FMAX),1�8HAAAA

LOCATE58,24PR[NTUSING"######";DVX;

RETURN
,

「

*DIV23

DVY=FMAX/3

LINE(SMIN,-DYY)一(SMAX,-DVY),1�BHAAAA

LOCATE25,15:PRINTUSiNG"参 齢"鐸"謬 鱒;DVY;

DVY=FMAX+2/3

L.INF.(SMIN,-DVY)一(SMAX,-DVY),1�8HAAAA

LOCATE25,7PRINTUSING"######";DVY;

RETURN
■

,

｠DlV14

DVX=(S岡AX-SMIN)ノ2◆SHIN

LINE(DVX,-FMIM-(DVX,-FMAX),1�8NAAAA

LOCATE52,24PRINTUSING"ttJtJIMfttｺ";DVX;

DVX=(SMAX-SHIN)/4+SHIN

LINE(DVX,-FMIN)一(DVX,-FMAX),1�BHAAAA

LOCATE40,24:PRINTUSING"#"33""謬 鱒;DVX;

DVX=(SMAX-SMlN)/4廓3◆SNIN

LINE(DVX,-FNIN)一(DVX,-F'NAX),1�SHAAAA

LOCATE64,24:PR[NTUSING鱒"辞""諏#四;DVX;

RETURN
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リス ト3

iOOO'ラ ス ター 型 デジ タ ル ・マ ップ の 色分 け 表示(16色)'

1010'PROGRAMNAME"SPｺCA52"'

1020

1030DINV(100,100)DIMCOL(20)DINTH(20)

1040COLOR,,,,2

1050COLOR=(0,8HO)COLOR=(1,8H7)COLOR=(2,8H9)COLOR=(3 ,SHR)
1060COLOR=(4,SH7C)COLOR=(5,8HgA)COLOR=(6,SHB8)COLOR=(7

,SHD6)1070COLOR
=(8,8HFO)COLOR=(9,8H5FO)COLOR=(10

,8H8FO)COLOR=(11,8HBFO)1080COLOR
=(12,SHDFO)COLOR=(13,SHFFO)COLOR=(14

,8HFF8)COLOR=(15,SHFFF)1090'

iioo

1110CLS3

11201NPUT'。 デ ー タ ・,-tcリュー ム の ドラ イブ 番 号";N

1130PRINTFILESN

1140PRINT:INPUT"数 値 デ ー タ ・フ ァ イル 名";DN$

1150'

11600PENDNSFORINPUTASA1 .
1170INPUTu1,RN$,VNi,UNIT$,DT,XD,YD,XS,YS

1180FORY=OTOYD

1190FORX=OTOXD

l2001NPUT3q,V(X,Y)

12]ONEXTX

1220NEXTY

l230CLOSExl

1240'

1250CLS3

1260'

1270INPUT"ク ラ ス数(8ま たは16)";CL1

12801FCL1<>8ANDCL1<>16GOTO1270

1290FORCL=1TOCL1

13001FCL1二8THENCOL(CL)=CL●2-lELSECOL(CL);CL-1

1310NEXTCL

1320

1330CLS

1340PRINT"ク ラ ス問の 墳 界 笛を 与 えて くだ さい"

1350PRINT

1360FORCL=1TOCL1-1

1370PRINT

1380PRlNTUSING"ク ラス""";CL;:PRINT"/";:PRINTUSING"ク ラス瓢潔'。;CL◆1

1390LOCATE20,CSRLlN-1:INPUT"墳 界 値";TH(CL)

1400NEXTCL

1410CLS

1420PRINT"小 数 点 以下 を 表示 しま すか?"

1430PR[NT:INPUT"(衰 示す る=1,表 示 しな い=0)";DC

1440'

1450

1460CONSOLEO,25,0,0

1470SCREEN3,0,0,1

1480CLS3

1490'

1500'

1510tFDC=1THENGOSUB+LEGEND2ELSEGOSUB零LEGEND1

15201FDT=OTHENGOSUB・MESH2ELSEGOSUB+MESH

1530'

PR1NT:PRINT"再 試行 し ま すか?'。:PRINT'。(Y/N)●'

KS=INKEYS

IFK$='川GOTO1550

1FKS="Y"ORKs="y"THENVIEW(0,0)一(639,399)�OGOTO1250

LOCATEO,CSRLIN-2

PRINTPRINT"
■

WH[LEINKEYS=""WEND

VIEW(U,0)一(639,399)�O

COLOR,,,,O

CONSOLE�1CLS3
「

2180

2190

zzoo

2210

zzzo

2230

2240

2250

2260

2270

zzao

2290

2300

2310

2320

2330

2340

2350

2360

2370

2380

END

■

,

寧LEGEND1
■

WINDOW(0,0)一(639,399)VIEW(0,0)一(639,399)�OCLS

CLS3

PRINTRNS

PRINTVNS

PRINT(";UNITS;")"

FORCL=1TOCLl

IFCOL(CL)=OTHENLINE(0,50+(CL-1)sl6)-STEP(18,12),15,BGOTO1800

LINE(0,50+(CL-1)+16)-STEP(18,12),COL(CL),BF

LOCATE4

1FCL=1THENPRINTUSiNG四 一""xaax";TH(CL):GOTOl860

1FCL=CLITHENPRINTUSING"######一";TH(CL-1)GOTO1860

PRINTUSING"######";TH(CL-1);

PRｺNT-,

PRINTUSING"p>s>t>t>3q";TH(CL)

NEXTCL
,

RETURN
,

,

ホLEGEND2
■

WINDOM(0,0)一(639,399)VIEW(0,0)一(639,399) �OCLS

CLS3

PRINTRNS

PRINTVNS

PRINT(";UNITS;")"

FORCL=1TOCLl

IFCOL(CL)=OTHENLINE(0,50+(CL-1)16)-STEP(18,12),15,BGOTO2010

LINE(0,50+(CL-1)+16>-STEP(18,12),COL(CL),BF

LOCATE4

1FCL=1THENPRINTUSING-###.##";TH(CL)GOTO2070

1FCL=CLITHENPRINTUSING"###.##一";TH(CL-1)GOTO2070

PRINTUSING"###.##";TH(CL-1);

PRINT-";

PRINTUSING"###.##";TH(CL)

NEXTCL
,

RETURN
,

,

零MESH
,

WINDOW(0,0)一(XS,YS)

IFYS/XS<398/478THENLY=YS/XSf478VIEW(161,1)一(638,LY>�15GOTO2170

L.X=XS/YS+398VIEW(638-LX,1)一(638,398)�15
,

XU=XS/(XD+1)YU=YS/(YD+1>

FORY=OTOYD

YI=Y寧YU

FORX=OTOXD

X1=X寧XU

FORCL=1TOCL1-1

1FV(X,Y)<TH(CL)THENC=COL(CL)GOTO2270

NEXTCL

C=COL(CL1)

LINE(X1,Y1)-STEP(XU,YU),C,BF

NEXTX

NEXTY
,

RETURN
■

,

*MESH2
,

WINDOW(0,0>一(XS,YS)

IFYS/XSく398/478THENLY=YS/XS*478:ViEW(161,1)一(638,LY),,15:GOTO2390

LX=XS/YS*398VIEW(638-LX,1)一(638,398)�15

2390

2400

2410

2420

2430

2440

2450

2460

2470

2480

2490

2500

2510
2520

2530

2540

2550

2560

2570

,

XU=XS/XDYU=YS/YD

FORY=OTOYD

Y1=(Y-.5)+YUY2=(Y*.5)+YU

IFY1<OTHENY1=O

IFY2>YSTHENY2=YS

FORX=OTOXD

X1=(X-.5)+XUX2=(X+.5)+XU

IFX1<OTHENX1=O

IFX2>XSTHENX2=XS

FORCL=1TOCLI-1

1FV(X,Y)<TH(CL.)THENC=COL(CL)GOTO2530

NEXTCL

C=COL(CL1)

LINE(XI,YI)一(X2,Y2),C,BF

NEXTX

NEXTY
■

RETURN

リス ト4

1000'デ ジ タル ・マ ップ ・デー タ の平 滑 化'

1010'PROGRAMNAME"ANTARESI"

1020'

1030DIMV(100,100),V2(100,100)

1040CLS3

1050PRINT"ラ ス ター 型デ ー タの 平 滑化 を 行 いま す"

1060PRINT:INPUT"デ ー タ ・ボ リ ュー ム の ドラ イ ブ番 号";NX

1070PRINTFILESNx:

1080PR[NT:INPUT'。 数 値 デ ー タ ・フ ァイ ル名";DN$

10900PENDNSFORINPUTAS><1

11001NPUT>T1,RNS,VNS,UNITS,DT,XD,YD,XS,YS

1110VN$;VN$,.・ 平 滑"

1120FORY=OTOYD

1130FORX=OTOXD

11401NPUTul,V(X,Y)

1150NEXTX

1160NEXTY

1170'

1180CLOSE#1

1190

1200FORY=OTOYD

12101FY>=1THENYO=Y-1ELSEYO=O

i220iFY<YDTHENY2=Y≪1ELSEY2=YD

1230FORX=OTOXD

12401FX>=1THENXO=X-1ELSEXO=0

12501FX<XDTHENX2=X+1ELSEX2=XD

1260V2(X,Y)=(V(XO,YO)+V(X,YO)+V(X2,YO)*V(XO,Y)+V(X,Y)t2+V(X2 ,Y)
1270NEXTX

L←V(XO.Y2)+V(X,Y2):y(X2.Y2))/101280NEXTY

1290'

1300CLS

1310PRINT'。 旧 デー タ ・ファ イル 名";DN$

1320PRINT

13301NPUT"斬 デ ー タ ・ファ イル 名'●;DN$

13400PENDN$FOROUTPUTAS"2

1350'

1360WRITEA2,RNS,VNS,UNITS,DT,XD,YD,XS,YS

1370FORY=OTOYD

1380FORX=OTOXD

1390weITE"2,V2(X.Y)

1400NEXTX

1410NEXTY

1420

1430CLOSE#2

1440CLS

1450END
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リス ト5

..+統 計 地 図 作成 の ため の 白地 図入 力 プ ログ ラ ムf・#'
'..:PROGRAMNAME:"MARS"鴫 ・■卓'

DIMX(2000>,Y(2000),F(2000),JN(400),JX(400),JY(400)

DIMUNAMS(100),UX(100),UY(100)
,

CLS3
1NPUT"地 域 名";RNS

PRINT:KNPUT"単 位 地区 数(100以 下)";NU

IFNU>100GOTO1070
,

CI_S

FORN=1TONU
PRINTUSlNG。'地 区 番 号 煽";N

INPUT"単 位 地 区 名";UNAMS(N)

PRINT
NEXTN
■

PRINT"よ ろ しい てず か?(Y/N)"

KS=INKEYS

IFKS=""GOTO1180

1FK5="N"ORKS="n"GOTO1040
■

OPEN"COM:N73"AS#1

PRINTJtl,"P"
l

CLS

PRINT"デ ジ タイ ザで 図 の左 上 の点 を 与 えて く ださ い

INPUT#1,XTL,YTL,FIPRINT

PRINT"デ ジ タ イザ で図 の 左下 の点 を 与 えて くだ さい

INPUT>f1,XBL,YBL,FIPRINT

PRINT"デ ジ タ イザ で図 の右 下 の点 を 与 えて くた'さい

INPUTls1,XBR,YBR,Fl

PRINTPRINT

PRINT"ど れ かの キ ーを 押 して く だ さい"

WHILEINKEY5=""WEND
,

(Z)

(Z).,

(7.)

TH=-ATN((YBR-YBL)/(XBR-XBL.〉)

A=COS(TH)B=SIN(TH)

DEFFNX(X],Y1)=X1+A-Y1+B

DEFFNY(X1,Y1)=3000-X1*B-Y1*A
,

XMIN=FNX(XTL,YTL)YMIN=FNY(XTL,YTL)

XMAX=FNX(XBR,YBR)YMAX=FNYCXBR,YBR>
●

,

CONSOLF,�OSCREEN3:CLS3

WINDOW(XMIN,YMIN)一(XMAX,YMAX)

LX=XMAX-XMINLY=YMAX-YMIN

IFLY/L.X<398/478THENLY=L.Y/LX+478VIEW(161,1)一(638,LY)�7GOTO1510

LX=LX/LY象398:VlE冒(638-LX,1)一(638.398),,7
0

CLS3

N=1F(0)=8

PRINT
"デ ジ タ イザ で 白地 図上 の":PRINT"各 点 を 与え て くだ さ い"PRINT

:PRINT"始 点 ・分 岐点(1)"PR[NT

:PRINT"中 継点(Z)"PRINT

:PRINT"峯 冬,貞〔(3)"PRINT

:PRINT「`や り直 し(2)7'PRINT

:PRINT"人 力 おわ り(3)9'PRINT
■

lNPUTu1,X1,Yl,F(N)

X(N)=FNX<X1,Y1)Y(N)=FNY(X1,Y1)
9

1FF(N-1)=8ANDF<N)=8GOTO+EXIT

IFF(N)=4THENGOSUB#CORRPT
,

IFF(N-1)<>8THENLINE(X(N-1),Y(N-1))一(X(N),Y(N)),1

1FF(N)=20RF(N)=8THENCIRCLE(X(N),Y(N)),10,2

N=N+1GOTO1610
+EXIT

NP=N-1
,

PRINT:PRINT●9よ ろ しい で すか?(Y/N)"

KS=INKEYS

IFKS=""GOTO1750

1FKs="N"ORKS="n"THENCLS3GOTO1510
■

PR夏NT鐸1.四S"

CLOSE#1
,

,

CLS

I-1

FORN=1TONP

IFF<N)=1GOTO1890

JN(f>=NJX([)=X(N)JY(1>=Y(N)

1=1+1

NEXTN

NJNC=1-1
■

FOR1=1了ONJNC-1

FORJ竃[やlTONJNC

IF(JX(1)-JX(J))"2+(JY(1)-JY(J))°2)1000GOTO1980

X(JN(J))=X(JN(1)>

Y(JN(J))=Y(JN(1))

CIRCしE(X(JN(1)),Y(JN(1))).30,4

NEXTJ
NEXT冨
●

PRINT:POINT"ど れ かの キ ー を押 し て くだ さ い"

KS=INKEYS

IFK$=旧'GOTO2020
,

FORN=1TONP

IFF(N)=8THENF(N)=1ELSEF(N)=O

NEXTN
響

GOSUB・SKELETON
サ

PRINT:PRINT"ど れ かの キー を押 し て くだ さ い"

KS=INKEYS

IFKS=""GOTO2120
,

●

OPEN"COM:N73"ASal

PRINTJtl,"P"
■

FORN=1TONU

CLSPRINT

PRINT'.デ ジ タ イザ で 単位 地区 の 位置 を 与 えて くだ さい(Z)"

PR[NTPR(NTUSINGuu";N;

PRINTUNAMS(N)

tNPUTxl,Xl,Yi,Fl

UX(N)=FNX(X1,Y1)

UY(N)=FNY(X1,Y1)

CIRCLE(UX(N),UY(N)),50,3

NEXTN
●

サ

CLS:PRlNT:PRINT"よ ろ し いで す か?(Y/N)"

KE=INKEYS

IFK$='n'GOTO2320

1FK$;"N"ORK$="n●'THENGOSUB・SKELETON:GOTO2180
,

PRINT#i,"S"

CLOSE潔1
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q.S=PRINT:PRINT"デ ー タ を保 存 し ます か?(Y/N)"

Ka=INKEYa

IFK5=""GOTO210

1FKa=^Y"ORKa=^y^GOTO+DATASAVE

GOTO+FINISH

*DATASAVE

CLS:PRlNT:PRIVT"白 地 図デ ー タ ・ファ イ ルを 作成 し.ます"

PRINT:1NPUT"デ ーq・/1リ ュ ーム の ト'ライブ番 号";N%

FiLESN%

PRINT:INPUT"デ ー タ ・フ ァイ ル名";DN$

OPENDNSFOROUTPUTASa2

wel↑E"2,RN$,NU,NP,XM【N.YMIN,xMax,YMAX

FORN=1TONU

WRITEk2,UNAMS(N),UX(N),UY(N)

NEXTN

FORN=1TONP

WRITEa2,X(M,Y(M,F(N)

NF.X丁v

CLOSEu2
1

寧FlNlSH

VIEW(0,0)一(639,399)

CONSOLE�1

CLS3

h:ND

,

+SKELETON

CLS3

FORN=2TONP

IFF(N-1)=OTHEN1.1NF.(X(N-1),Y(N-1)〉 一(X(N),Y(N)),5

NEXTN

RF.TL'RN

+CORRYT

N=N-1

LINE(X(N-1),Y(N-1))一(X(N),Y(N)),O

CIRCLE(XCN),YCN)),10,0

RETURK1610

リス ト6
'...統 計 地 図作 成 の ため の 数値 の 人力 ホ榊'

●s■寧PROGRA岡NA阿E:● 。JUPITER"■ ●噸'

DIMV(100),UNAMS(100)

CLS3

PRINT二INPUT"デ ー タ ・ボ リ ュー ム の ドラ イブ 番 号";NX

PRINTFILESNX

PRIN↑=INPUT"白 地 図デ ー タ ・ファ イル 名";DN$

OPENDNSFORINPUTAS><1
,

INPUTu1.RN$,NU,NP,XMlN,YMIN,XNAX,YMAX
■

FORN=1TONU

INPUTt<1,UNAMS(N),UX,UY

NEXTN
,

CLOSE潔1
,

サ

CLS3

PHlNT"地 域 名:';RN$

PRINT:PRINT:PRINT"単 位地 区 教:";NU

PRINT:PRINT:INPUT"変 数名";VN$

PRINT=PRINT:lNPUT"変 数 の単 位";UNIT$
●

CLS

FORN=1TONU

PRINTUSINGp><";N;

PRINTUNAMS(N)

LQCATE30,CSRLlN-i:lNPUT"数 績";V(N}

PRIN?

NEXTN
■

CLS

PRlNT"入 力 を 絡わ りま した(ど れ かの キ ー を押 し て くだ さ い)"

KS=INKEYS

iFK5=""GOTO1350
1

CLS

TT=F(X(NU/5)

FORT=OTOTT

CAS

FORN=Ts5+1TOT+5+5

1FN>NUGOTO1460

PRlNTUSiNG"""88";N,UNAM$(N);

PRINT四 数嬉=鯛;V(N)

PRINT

NEXTN

PRINT"よ ろ しい です か?(Y/N)"

KS=INKEYS

IFKS=""GOTO1490

1FKS="N"ORKs='・n"THENGOSUB+CORRDATA

NEXTT
,

CLS

PRINT'。 デ ー タを保 存 します か?(Y/N)"

Ks=[NKEYi

IFK5=""GOTO1560

1FKS="Y"ORKS="y"THENGOSUBsDATASAVE
■

CLS

END
■

■

+CORRDATA

PRINT:PRINT"修 正 し て くだ さ い"

PRINT:INPUT"地 区 番 号";NN

IFNN>NUGOTO1660

PR買NT:INPUT門 敷値"=V(NN)

RETURN1410
,

■

・DATASAVE

CLS

PRINT"統 計デ ー タ ・フ ァ イル を作 成 し ます 。'

PRINT:INPUT'。 デー タ ・ボ リュ ーム の ド ライ フ9番号';NX

PRINTFILESNx

PRINT:INPUT"統 計 デ ー タ ・フ7イ ル 名";DNS

OPENDN$FOROUTPUTAS参2
■

WRITE#2,RNS,VNS,UNITS,NU
,

FORN=1TONU

WRITEM2,V(N)

NEXTN
,

CLOSE#2

RETURN
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リス ト7
...2変 数の 比 率(%)の 計 算.+:'
'PROGRAMNAME"SOL3"

DIMV1(100),V2(100),Y3(100J
,

CLS

PRINT"2変 数 の 比事 を バ ーセ ンFで 計 算 しま す"

PRINT:INPUT"デ ー タ ・sYリ ュ ーム の ド ラ イブ番 号";NX

PRINTFILESNx

PRINT:INPUT'。 統計 デ ー タ ・フ ァ イル名:変 数1(分 子)";DFN13

0PENDFN15FORINPUTASril

INPUTS1,RNIS,VNIS,UNITIS,NUl

FORN=1TONUl

INPUT><1,V1(N)

NEXTN

CLOSE謬1
,

PRiNT:lNPUT"統 計 デ ー タ ・フ ァイ ル名:変 数2(分 母)";DFN2$

OPENDFN2SFORINPUTASXl

INPUT>f1,RN2t,VN2s,UNIT25,NU2

1FNU1〈>NU2THENCLS:PR【NT"単 位 地区 数 不 一致!!":GOTO+owARl

FORN=1TONU2

1NPUTx1,V2(N)

NEXTN

CLOSE"1
■

FORN=1TONU1

[FV2(N)=OTHENV3(N)=OELSEV3(N)=V1(N)/V2(N)i100

NEXTN
o

PRINT:INPUT'。 新 統計 デ ー タ ・フ ァ イル 名(%)'●;DFN3$

PRINT:INPUT"新 変教 名";VN1$

UNIT1$=1'%.●

OPENDFN3iFOROUTPUTASxl

MRITEx1,RN15,VNIS,UNITIS,NUl

FORN=1TONUl

WRITE#1,V3(N)

NEXTN

CLOSE"1
,

+OMARI

END

リス ト8

1000'榊 ホ 統 計地 図作 成 プ ロ グつ ム(カ ラー)tai'

]010'***PROGRAMNAME"VENUS"***'

1020DIMV(100),UNAMS(100),UX(100),UY(100),X(2000),Y(2000),F(?000)

1030DINTH(9),TiLF.a(9)

1040CONSOLE�OSCREEN3CLS3

1050'

1060PRINT:INPUT"デ ー タ ・ボ リュ ーム の ドラ イ ブ番 号";NX

1070PRINTFILESNX

1080PRINT:INPUT.'白 地 図 デ ー タ ・フ ァ イル名";DN1$

iO90PRINT=INPUT"統 計 デ ー タ ・フ ァ イル 名'零;DN2$

〉>oo

11100PENDNISFORINPUTAS#1

1120'

11301NPUT#1,RNS,NU,NP,XMIN,YMIN,XMAX,YMAX

1140'

1150FORN=1TONU

11601NPUT!11,UNAMS(N),UX(N),UY(N)

1170NEXTN

1180'

1190FORN=1TONP

12001NPCT#1,X(N),Y(N),F(N)

1210NEXTN

1220'

1230CLOSE謬1

1240

1250'

12600PEVDN2$FORlNPUTASx1

1270'

12801NPUT#1,RN25,VNS,UNITS,NU2

12901FNU<>NU2THENCLOSEGOTO+QEND

1300'

1310FORN=1TONU

13201NPUT2sl,V(N)

1330NEXTN

1340'

1350CLOSE部1

1360'

1370'

1380CLS:PRINT.'地 壊名:'.;RN$

1390PRINT:PRINT"変 数名:";VN$

1400PRINT:PRINT"変 数の 単 位:";UNIT$

1410PRlNT:PRlNT"単 位地 区 蝕;";NU

1420PRINT:PRINT:PRINT"ど'れ かの キー を押 し て くだ さ い。'

1430KS=INKEYS

14401FK5=""GOTO1430

1450

1460CL1=8

1470'

1480GOSUR｠TILEPATTERN

1490GOSUB・THRESHOLD

15001FDC=1THENGOSUB+LEGEND2ELSECOSUB・LEGEND

1510GOSUB+PAINTMAP

1520'

1530PRINT:PRINT●'再 試 行 し ます か?":PRINT"(Y/N)

1540Ks=INKEYS

15501FKS=""GOTO1540

15601FK5="Y"ORKS="y"GOTO1490

1570

1580PRINT:PRINT"ハ ー ドコ ビー?"=PRINT"(Y/N)

1590Ks=INKEYs

16001FKS=""GOTO1590

16101FKs="N"ORKS="n"GOTO+FINISH

1620'

1630GOSUBtTILEPATTERN

16401FDC=1THENGOSUB+LEGEND2ELSEGOSUB・LEGEND

1650GOSUB・PAINTMAP

1660'

!670'

1680・FINISH

1690WHILE[NKEYS=""WEND

1700VIEW(0,0)一(639,399)

1710CONSOLE�1

1720CLS3

1730END

1740'

1750'

1760'

1770sTHRESHOLD

1780'

1790VIEM(0,0)一(639,399)CLS3

1800PRINT"ク ラス 問の 墳 界値 を 与 えて く ださ い"

1810PRINT:PRIN↑"(ク ラス 数は8で す)":PRINT

1820FORCL=1TOCL1-1

1830PRINT

1840PR[NTUSING'● クラスa";CL;:PRiNTUSING"/ク ラスx";CL◇1

1850LOCATE20,CSRLIN-1:INPUT四 墳 罪 値 。';↑H(CL}

1860NEXTCL

1870'

1880PRINT:PRINT"小 数点 以 下 を表 示 し ます か?"

1890PRINT:lNPUT"(表 示 す る=1,表 示 し ない=0)";DC

1900

1910'

1920RETURN

1930'

1940'

1950+LEGEND

1960'

1970VIEM(0,0)一(639,399>WINDOW(0,0)一(639,399)CLS3

1980PRINTRNSPRINT

1990PRINTVNtPRINT

2000PRINT(";UNITS;")"

2010FORCL=1TOCLl

2020LINE(0,82+(CL-1>+16)-STEP(18,12),7,8

2030PAlNT(6,91i(CL-1)■16),TlLE$(CL),7

2040LOCATE4

2050[FCL=1THENPRINTUSING-######";TH(CL)

20601FCL=CLITH£NPRINTUSING"鐸 舘潔参8謬 一';TH(CL-1):

2070PRfNTUSING"######";TH(CL-1);

2080PRINT-,

2090PRINTUSING"######";TH(CL)

2100NEXTCL

2110●

2120RETURN

2130

2140'

2150・LEGEND2

2160

2170VIEM(0,0)一(639,399)WINDOW(0,0)一(639,399)CLS3

2180PRINTRNSPRINT

2190PRINTVNSPRINT

2200PRINT(";UNITS;")"

2210FORCL=1TOCL1

2220LINE(0,82+(CL-1)+16)-STEP(18,12),7,8

2230PAINT(6,91+(CL-1)*16),TILES(CL),7

2240LOCATE4

22501FCL=1THENPRINTUSING-upu.ax";TH(CL)

22601FCL=CLITNENPRINTUSING"###.##一";TN(CL-1)

2270PRiNTUSING●'"蕗 謬.謬甜。';TH(CL-1);

228()PRINT-";

2290PRINTUSING"###.##";TH(CL)

2300NEXTCL

2310

2320RETURN

2330

2340'

2350・TfLEPATTERN

2360

2370FORCL=1TOCLl

2380TILES(CL)=""

2390FORM=1TO6

2400READASTP=VAL("SH"≪AS)

2410TILES(CL)=TILES(CL)+CHRS(TP)

2420NEXTM

2430NEXTCL

2440サ

2450RETURN

2460'

2470'

2480噌 ・QEND

2490PRINT:PRINT"単 位 地 区 敗不 一一致!!"

2500口1

2510

2520

?530

2540

2550

2560

2570

25801FLY/LX<398/478THENLY=LY/LXs478VIEM(161,1)一(638

2590

2600

2610

2620

2630

2640

2650

0

0

0

0
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0
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GOTO2100

GOTO2100

GOTO2300

GOTO2300

GOTO1730
●

■

*PAINTMAP
●

WINDOW(XMIN,YMIN)一(XMAX,YMAX)

LX=XMAX-XMINLY=YMAX-YMIN

lFLY/LX<398/478THENLY=LY/LXs478VIEM(161,1)一(638 ,LY),
LX=LX/LY*398VIEM(638-LX,1)一(638,398)�7
,

,

FORN=2TONP

IFF(N-1)=OTHENLINE(X(N-1),Y(N-1))一(X(N),Y(N>),7

NEXTN
,

FORN=1TONU

FORCL=1TOCL1-1

1FV(N)<TH(CL)GOTO2710

NEXTCL

CL冨CLl

PAINT(UX(N),UY(N)),TILES(CL),7

NEXTN
「

RETURN
●
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DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

DATA

AA,00,00,55,00,00

88,00,22,22,00,88

00,00,AA,00,00,55

00,AA,55,00,SS,AA

OO,FF,AA,OO,FF,55

00,FF,22,00,FF,88

00,FF,OO,OO,FF,00

AA,FF,00,55,FF,00

FF,00,77,FF,OO,DD

FF,OO,FF,FF,OO,FF

OO,AA,FF,00,55,FF

OO,77,FF,OO,DD,FF

OO,FF,FF,OO,FF,FF

OO,FF,77,00,FF,DD

OO,FF,AA,OO,FF,55

00,FF,OO,OO,FF,00

,7GOTO2600


